
古
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説
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集
の
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彙
に
つ
い
て
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主
と
し
て
語
性
の
観
点
か
ら
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内
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一

　

郎

目
　
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
和
文
脈
と
漢
文
訓
読
文
脈

三
、
「
頼
り
な
し
」
と
「
貧
シ
」

四
、
和
語
と
漢
語

一

、

は

じ

め

に

梅
沢
本
『
古
本
説
話
集
』
は
、
延
べ
語
数
約
二
二
、
〇
〇
〇
の
小
冊
子
で
あ
る
が
、
語
彙
史
資
料
と
し
て
見
る
と
き
も
、
相
応
の
価
値
を
有
し

て
い
る
。
所
収
語
彙
の
延
べ
語
数
・
異
な
り
語
数
、
品
詞
別
語
数
と
比
率
な
ど
、
計
量
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
（
風
間
書

房
、
昭
和
空
の
付
篇
で
六
種
の
表
を
掲
載
し
、
基
礎
語
彙
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
「
物
語
体
説
話
文
学
の
語
彙
」
（
『
日
本
の
説
話
』
7
、
東
京
美
術
、

昭
和
4
9
）
で
、
表
示
と
分
析
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
い
か
な
る
語
性
の
語
彙
に
よ
っ
て
本
資
料
が
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
語
彙
史
の

資
料
と
し
て
語
種
位
相
の
面
か
ら
見
て
い
か
な
る
特
色
が
あ
る
か
、
こ
う
い
う
観
点
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

説
話
集
は
一
般
に
編
者
が
不
明
で
あ
り
、
編
者
自
身
の
あ
り
方
に
よ
る
個
性
的
語
彙
相
は
論
じ
が
た
い
。
多
か
れ
少
か
れ
、
編
者
の
言
語
文
体

が
統
一
体
と
す
る
の
に
働
き
か
け
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
観
点
に
よ
る
把
握
は
困
難
で
あ
る
。
説
話
自
体
に
つ
い
て
は
、
書
承
か
口
承
か

が
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
説
話
集
全
体
と
し
て
こ
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
あ
る
よ
り
も
、
所
収
各
説
話
が
事
情
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ

古
本
説
話
集
の
語
免
に
つ
い
て

五
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六

れ
も
口
承
か
ら
書
承
へ
な
ど
幾
層
を
経
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
混
然
と
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。
編
者
な
り
伝
承
者
な
り
、
文
字
化

に
当
っ
た
人
の
個
性
の
反
映
を
論
じ
え
ぬ
の
は
も
と
よ
り
、
原
資
料
と
の
表
現
距
離
が
い
か
に
あ
っ
た
か
も
さ
だ
か
で
は
な
い
。
結
局
、
二
苦
と

し
て
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
全
体
を
二
語
彙
体
系
と
見
る
は
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
数
部
に
編
成
せ
ら
れ
て
い
る
場

合
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
ど
と
く
、
部
に
よ
り
文
体
用
語
に
差
違
の
見
え
る
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
明
瞭
に
察
知
で
き
る
と
き
は
、

無
視
で
き
な
い
。

『
古
本
説
話
集
』
上
下
二
巻
は
、
内
容
を
異
に
し
て
い
る
。

巻
上
　
主
に
和
歌
説
話
　
和
歌
8
4
首
（
短
連
歌
2
組
を
含
む
）
　
延
べ
四
七
〇
〇
語

巻
下
　
主
に
世
俗
仏
教
説
話
　
和
歌
1
首
　
延
べ
八
二
三
四
語

説
話
内
容
の
相
違
は
語
彙
蘭
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
も
た
ら
し
、
文
体
も
異
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
文
体
に
つ
い
て
は
別
に
詳
し
く
考
え

た
い
が
、
文
体
の
一
要
素
で
あ
る
用
語
と
し
て
も
こ
の
点
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
古
本
説
話
集
』
は
、
ひ
ら
が
な
表
記
文
体
で
、
説
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
も
平
安
時
代
以
来
の
和
文
脈
の
系
統
に
属
し
て
い
る
。
時
代

は
院
政
末
期
と
位
置
づ
け
て
お
く
。
『
今
昔
物
語
集
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
中
間
と
な
る
。
（
以
下
、
こ
の
三
資
料
を
、
『
古
本
』
『
今
昔
』
『
宇
治
』

と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。
）
　
巻
上
で
は
王
朝
の
公
卿
殿
上
人
女
房
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
和
歌
も
多
い
。
『
大
和
物
語
』
な
ど
先
行
文
献
を
承
け

る
も
の
も
多
い
。
従
っ
て
、
王
朝
語
彙
を
基
調
に
し
て
い
る
か
と
予
想
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
先
行
文
献
そ
の
ま
ま
の
文
章
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

（1）

動
詞
「
の
が
ふ
」
と
い
う
稀
な
、
恐
ら
く
は
口
頭
の
語
も
ま
じ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
今
昔
』
と
共
通
す
る
説
話
も
、
そ
れ
を
単
に
ひ
ら
が
な

体
に
改
め
た
形
で
は
な
く
、
王
朝
語
彙
に
全
面
的
に
改
め
た
形
で
も
な
く
、
改
変
・
取
捨
の
方
法
が
複
雑
に
行
わ
れ
て
い
る
。
（
改
変
、
取
捨
と
い

う
語
を
用
い
る
と
、
『
古
本
』
が
『
今
昔
』
を
直
接
承
け
て
成
立
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
い
う
単
純
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
時
代
的
前
後
関
係
で
も
っ
て
こ
の
語
を
用
い
る
。
）
巻
下
は
、
日
本
の
仏
教
説
話
を
収
め
る
（
イ
ン
ド
説
話
1
種
）
が
、
下
層
の
僧
や
庶
民
の
登
場
す

る
世
俗
性
の
強
い
も
の
が
多
い
。
『
今
昔
』
『
宇
治
』
と
共
通
す
る
も
の
は
、
比
較
す
る
と
き
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
性
を
浮
び
上
ら
せ
る
の
で
、
以
下



に
多
く
用
い
る
方
法
で
あ
る
が
、
類
語
を
持
た
な
い
、
或
い
は
遠
い
類
語
で
直
接
比
較
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
も
の
も
あ
る
。
こ
う
い
う
説
話
は

口
語
り
性
の
強
い
も
の
と
見
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
古
本
説
話
集
』
の
語
彙
の
基
調
は
何
で
あ
る
か
。
説
話
内
容
（
素
材
）
　
の
面
を
除
い
て
言
え
ば
、
和
文
脈
の
伝
統
を
承
け
つ
つ
時
代
の
口
語
性

を
強
く
加
え
て
い
る
。
書
承
を
考
え
さ
せ
る
個
所
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
口
承
性
が
強
く
（
梅
沢
本
が
文
字
化
さ
れ
た
最
初
と
は
考
え
な
い
）
、
語
り

ら
し
い
不
整
表
現
の
あ
る
面
と
、
適
確
な
用
語
で
生
彩
あ
ら
し
め
て
い
る
面
と
が
混
然
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

二
、
和
文
脈
と
漢
文
訓
読
文
脈

和
文
脈
の
用
語
と
漢
文
訓
読
文
脈
の
用
語
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
性
を
持
ち
対
立
す
る
こ
と
の
あ
る
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
資
料
で

も
こ
の
観
点
か
ら
一
見
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

表
現
素
材
の
相
違
に
基
づ
く
用
語
の
差
は
、
文
体
的
差
を
作
る
要
件
と
し
て
無
視
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
同
義
、
或
い
は
極
め
て
近
似
し
た

意
義
の
複
数
の
語
が
、
両
文
脈
に
分
れ
て
存
在
す
る
と
き
、
最
も
客
観
的
に
対
立
的
存
在
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
築
島
裕
博
士
は

主
と
し
て
「
慈
恩
伝
盲
点
」
と
『
源
氏
物
語
』
語
彙
と
の
対
比
の
中
で
、
二
形
対
立
に
つ
い
て
、
「
助
詞
や
助
動
詞
ば
か
り
で
な
く
、
副
詞
・
形

（2）

容
詞
・
動
詞
か
ら
、
更
に
名
詞
の
類
に
ま
で
及
ぶ
や
う
で
あ
る
。
」
と
し
、
「
そ
の
一
部
の
例
」
と
し
て
、
名
詞
1
0
、
動
詞
3
6
、
形
容
詞
5
、
形
容

動
詞
7
、
情
態
副
詞
1
8
、
程
度
副
詞
3
、
陳
述
副
詞
6
、
以
上
品
詞
別
に
8
5
の
組
合
せ
を
掲
げ
、
そ
の
他
に
バ
行
音
と
マ
行
音
の
対
立
な
ど
も
示

さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
右
に
示
さ
れ
た
語
例
に
つ
い
て
、
『
古
本
説
話
集
』
で
い
か
に
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
よ
う
。
「
コ
モ
ゴ
モ
　
ー
　
か
た
み
に
」
な

ど
双
方
と
も
存
し
な
い
も
の
に
は
言
及
し
な
い
。
本
書
の
言
語
量
の
少
な
さ
、
表
現
対
象
の
範
囲
の
狭
さ
な
ど
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
。
カ
タ
カ

ナ
は
「
慈
恩
伝
古
点
」
の
語
、
ひ
ら
が
な
は
『
源
氏
物
語
』
の
語
で
、
両
文
脈
を
代
表
す
る
も
の
と
一
往
認
め
ら
れ
る
。
『
古
本
説
話
集
』
で
の

例
数
を
語
の
下
に
示
す
。

古
本
説
話
集
の
語
彙
に
つ
い
て

七
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A
　
漢
文
訓
読
系
の
語
が
存
し
て
、
対
立
す
る
和
文
系
の
語
が
存
し
な
い
。

右
の
場
合
は
、
『
古
本
説
話
集
』
が
平
仮
名
表
記
和
文
脈
系
資
料
で
あ
る
か
ら
、
該
当
例
が
な
く
て
不
思
議
で
な
い
。
実
は
左
の
一
種
が
あ
る
。

。

タ

マ

タ

マ

　

1

　

1

た

ま

さ

か

に

い
ま
は
さ
や
う
の
事
す
る
人
も
な
け
れ
ば
、
ま
い
る
人
も
な
し
。
た
ま
く
ま
い
れ
ど
、
さ
や
う
の
事
す
る
ひ
と
も
な
き
を
、
く
ち
を
し
く

お
ぼ
し
め
さ
れ
け
る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
大
斎
院
事
、
芳
一
）

「
大
斉
院
事
」
は
、
大
斎
院
の
情
趣
深
い
生
活
を
和
文
調
で
描
き
、
硬
い
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
半
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
第
十

七
語
と
は
ぽ
対
応
し
っ
つ
、
情
態
の
形
容
を
付
加
し
た
り
、
分
析
的
表
現
を
総
合
し
て
余
情
あ
る
表
現
と
し
た
り
し
て
お
り
、
「
ヒ
ソ
カ
ニ
」
に

対
立
す
る
「
み
そ
か
に
」
を
、

院
ノ
内
　
窮
二
　
　
見
ム
ト
　
云
　
テ
入
　
ヌ
。
　
蜜
二
　
　
屠
テ
見
レ
バ
、

院
の
う
ち
み
脅
か
に
み
む
と
い
ひ
て
い
り
ぬ
。
…
み
そ
か
に
ゐ
て
み
れ
ば
、

こ
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。
「
た
ま
た
ま
」
は
「
通
二
参
ル
ト
云
へ
ド
モ
」
　
に
対
応
し
て
い
る
。
両
者
と
も
に
漢
文
訓
読
的
気
息
の
感
じ
ら
れ
な
い
文

脈
で
あ
る
。
「
た
ま
た
ま
」
は
そ
う
い
う
語
性
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
築
島
民
が
「
た
ま
さ
か
」
に
つ
い
て
、
「
訓
鮎
に
も
見
え
る
語
で

（3）

＜
中
略
∨
極
め
て
多
く
の
例
が
あ
る
語
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
「
た
ま
さ
か
」
と
「
た
ま
た
ま
」
の
相
違
の
本
質
は
、
文
脈
の

相
違
で
な
い
の
で
は
な
い
か
。
木
之
下
正
雄
氏
が
、
「
た
ま
さ
か
」
を
時
間
的
に
稀
な
こ
と
、
「
た
ま
た
ま
」
を
偶
然
で
稀
な
こ
と
と
差
を
説
か
れ

（4）

た
の
は
、
本
義
と
し
て
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
古
本
説
話
集
』
で
は
こ
の
意
味
に
よ
っ
て
「
た
ま
た
ま
」
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
源
氏
物
語
』
で
「
た
ま
さ
か
」
3
2
に
対
し
「
た
ま
た
ま
」
が
源
氏
の
詞
に
1
例
し
か
な
く
（
朝
顔
）
、
『
枕
草
子
』
の
1
例
が
大
進
生
昌
の
詞
で

あ
る
な
ど
、
「
一
般
に
は
見
出
さ
れ
な
い
語
」
（
築
島
氏
）
で
あ
り
、
二
形
対
立
の
中
に
含
め
る
の
も
当
然
で
あ
る
が
、
和
歌
で
も
、
和
泉
式
部
が
返

歌
に
俳
譜
風
に
用
い
た
り
（
和
泉
式
部
日
記
）
、
「
白
露
の
玉
」
と
掛
け
て
用
い
た
り
（
金
葉
集
、
俊
頼
）
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
は

和
歌
で
も
通
常
の
用
語
と
も
な
っ
て
ゆ
く
天
木
和
歌
抄
、
万
代
和
歌
集
）
。
口
頭
語
が
、
そ
の
俗
語
臭
を
去
っ
て
、
和
歌
の
中
に
位
置
を
占
め
て
ゆ



く
よ
う
に
見
え
る
。
散
文
で
は
早
く
『
宇
津
保
物
語
』
に
7
例
あ
る
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
ま
で
は
稀
で
、
以
後
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
『
方
丈

記
』
『
平
家
物
語
』
な
ど
に
漸
次
多
く
な
っ
て
ゆ
く
。
一
方
「
た
ま
さ
か
」
は
、
『
竹
取
物
語
』
に
始
ま
り
、
『
源
氏
物
語
』
に
最
盛
期
に
な
り
、
以

後
は
少
な
く
、
あ
っ
て
も
一
二
例
に
留
ま
る
。
「
口
頭
語
や
漢
文
訓
読
、
男
子
系
の
文
章
で
は
ク
マ
タ
マ
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
」

「
タ
マ
サ
カ
は
、
古
典
的
感
じ
の
、
女
性
的
用
語
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
木
之
下
氏
の
概
括
は
、
語
性
と
し
て
従
い
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

B
、
漢
文
訓
読
系
の
語
が
な
く
、
和
文
系
の
語
の
み
存
す
る

こ
の
場
合
が
最
も
多
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
組
合
せ
の
語
に
意
味
の
広
狭
が
あ
り
、
意
味
上
交
換
が
ほ
ぼ
可
能
な
も
の
に
限
る
の
で
、

左
に
記
す
例
数
は
、
全
用
例
数
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

0

ヲ

フ

ト

（

夫

）

－

～

を

と

こ

　

7

0
マ
ナ
コ
1
め
（
目
）
　
3

。
ア
タ
ハ
ズ
（
不
敢
）
　
－
　
え
…
ず
　
4
2
、
…
あ
へ
ず
　
3

。
イ
キ
ド
ホ
ル
ー
～
む
つ
か
る
　
1

。
イ
コ
フ
　
ー
　
や
す
む
　
1

0
イ
ヌ
（
寝
）
1
－
ぬ
　
4

。
ウ
カ
ル
　
ー
　
あ
く
が
る
　
2
　
（
あ
く
が
れ
い
づ
　
1
）

。
ウ
ム
（
倦
）
　
－
　
あ
く
　
1

0
ウ
ヤ
マ
フ
ー
l
か
し
つ
く
　
1
　
（
も
て
か
し
つ
く
）

。
オ
ソ
ル
　
ー
　
お
づ
　
l
　
（
お
ぢ
さ
わ
ぐ
）

。
オ
ヨ
ブ
　
ー
　
い
た
る
　
3

古
本
説
話
集
の
語
彙
に
つ
い
て

。
カ
ウ
ブ
ル
　
ー
　
か
づ
く
　
4
．

。
キ
タ
ス
　
ー
　
こ
さ
す
　
1

。
ク
ル
シ
ブ
　
ー
　
く
る
L
が
る
　
1

。
ケ
ス
　
ー
　
け
つ
　
1

0
コ
ヒ
ネ
ガ
フ
　
ー
　
ね
が
ふ
　
1
　
（
ね
が
ひ
ま
ど
ふ
）

。
サ
ク
（
裂
）
　
－
　
や
る
　
1
　
（
ひ
き
や
る
）

。
サ
ヅ
ク
（
ホ
ド
コ
ス
）
　
－
　
た
ま
ふ
　
3
、
た
ま
は
す
　
3

。
ソ
ナ
フ
　
ー
　
ま
う
く
　
6

。
タ
タ
フ
　
ー
　
は
む
　
2

。
ツ
カ
ル
　
ー
　
こ
う
ず
　
6
　
（
歩
み
1
2
、
飢
ゑ
1
1
）

。
ツ
ラ
ナ
ル
　
ー
　
な
ら
ぶ
　
1

九
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。
フ
サ
グ
　
ー
　
ふ
た
ぐ
　
1

。
マ
ジ
バ
ル
　
ー
　
ま
じ
る
　
1

。

マ

ジ

フ

1

ま

ず

　

1

。
イ
サ
ギ
ヨ
シ
ー
ー
う
る
は
し
　
1

。
ハ
ナ
ハ
ダ
シ
、
ス
コ
ブ
ル
ー
ー
ー
い
み
じ

。
モ
シ
　
ー
　
し
げ
し
　
1

。
ス
コ
シ
キ
ー
ー
ー
わ
づ
か

。
ス
ミ
ヤ
カ
　
ー
　
は
や
し

。
ヒ
ソ
カ
　
ー
　
し
の
び
て

。
ア
ラ
カ
ジ
メ
　
ー
　
か
ね
て

l
、
す
こ
L

l
、
と
し
　
l

6

、

み

そ

か

　

2

2

。
イ
マ
シ
　
ー
　
イ
マ

。
シ
バ
ラ
ク
　
ー
　
し
ば
し
　
6
、
と
ば
か
り
　
▼
3

。
ス
デ
こ
、
ツ
ト
ニ
　
ー
　
ハ
ヤ
ウ
　
1

。
マ
マ
、
ヨ
リ
ヨ
リ
　
ー
　
と
き
ど
き
　
3

。
ヤ
ウ
ヤ
ク
　
ー
　
や
う
や
う
　
H

。
ハ
ナ
ハ
ダ
ー
ー
1
い
た
く
　
8

。
ホ
ボ
　
ー
　
お
は
か
た
　
6

。
カ
ツ
テ
　
ー
　
つ
ゆ
（
…
ず
）
　
1
4

。
ネ
ガ
バ
ク
バ
　
ー
　
い
か
で
　
3

中
に
は
組
合
せ
と
し
て
良
い
か
ど
う
か
判
断
に
迷
う
も
の
　
（
イ
サ
ギ
ヨ
シ
I
つ
る
は
し
、
な
ど
）
も
あ
る
が
、
大
体
の
傾
向
は
伺
う
に
足
る
。
こ

の
他
に
も
組
合
せ
の
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
「
ア
タ
フ
」
「
サ
ヅ
ク
」
に
対
し
「
た
ま
ふ
」
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「
と
ら
す
」

も
該
当
す
る
。
「
男
着
タ
ル
衣
ヲ
一
ッ
脱
テ
与
フ
レ
ご
（
今
昔
1
9
ノ
5
）
に
対
応
し
て
「
き
た
る
き
ぬ
を
ひ
と
つ
ぬ
ぎ
て
と
ら
す
れ
ば
」
（
古
本
第
二
十
八
）

と
あ
り
、
「
と
ら
す
」
は
3
6
例
あ
る
に
対
し
、
「
与
フ
」
は
存
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
語
は
他
に
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
漢
文
訓
読
系
語
彙
の

稀
な
こ
と
は
、
本
資
料
の
和
文
脈
に
基
調
の
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
中
の
、
∧
イ
キ
ド
ホ
ル
　
ー
　
む
つ
か
る
∨
＜
ウ
ヤ
マ
フ
1
か
し
づ
く
＞
＜
オ
ソ
ル
　
ー
　
お
づ
＞
に
つ
い
て
、
関
一
雄
氏
は
心
理
動
作
語

と
具
体
動
作
語
の
違
い
で
あ
る
と
さ
れ
、
∧
カ
ウ
ブ
ル
　
ー
　
か
づ
く
∨
∧
イ
ヌ
　
ー
　
ぬ
＞
＜
ウ
カ
ル
　
ー
　
あ
く
が
る
＞
に
も
意
義
差
を
認
め
、
単

（5）

純
な
対
比
論
に
注
意
を
喚
起
さ
れ
た
。
本
資
料
で
は
片
方
が
な
い
の
で
、
詳
細
な
分
析
を
し
な
い
が
、
重
要
な
視
点
と
思
わ
れ
る
。

C
、
両
文
脈
の
語
が
存
す
る
。



こ
の
事
例
は
左
の
8
組
で
あ
る
。

0
ト
モ
ガ
ラ
　
1
　
－
　
ひ
と
び
と
　
3
4

0
カ
ウ
ベ
　
2
　
－
　
か
し
ら
　
5

。
カ
タ
ナ
　
8
－
－
た
ち
　
3

0

イ

マ

ス

　

3

1

－

お

は

す

、

お

は

し

ま

す

0

カ

ク

（

欠

）

　

1

1

な

し

0

ス

ミ

ヤ

カ

　

2

　

－

　

は

や

し

　

1

、

と

し

　

1

3

0

マ

ス

マ

ス

　

1

　

－

　

い

と

ど

　

5

、

い

よ

い

よ

　

6

0

イ

マ

ダ

　

3

1

ま

だ

　

1

3

右
の
中
で
二
形
対
立
と
し
て
他
書
で
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
、
∧
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
ー
と
く
＞
に
つ
い
て
は
、
次
例
が
興

昧
深
い
。
藁
し
べ
長
者
詔
の
初
め
、
観
音
の
使
い
が
夢
で
青
侍
に
告
げ
て
い
う
。

は
か

「
…
い
さ
ゝ
か
な
る
こ
と
計
ら
ひ
給
を
は
り
ぬ
。
ま
づ

す
み
や
か
に
罷
り
出
で

ま

か

い

　

　

　

な

に

　

　

　

　

　

　

　

て

　

あ

た

ね
。
罷
り
出
で
ん
に
、
何
に
ま
れ
、
か
に
ま
れ
、
手
に
当
ら

と

　

　

　

　

も

　

　

　

．

1

　

．

：

．

．

‥

－

，

l

」

－

－

－

上

ほ

∵

∴

ん
物
を
取
り
て
捨
て
で
持
た
れ
。
そ
れ
ぞ
、
き
う
ぢ
が
給
は
り
た
る
物
。
と
く
〈
罷
り
出
で
よ
。
」
　
　
ヲ
ハ

観
音
の
告
げ
を
代
弁
し
て
い
る
の
で
、
か
な
り
強
い
見
下
ろ
し
た
表
現
の
は
ず
で
あ
る
。
「
を
は
り
ぬ
。
」
は
「
畢
ン
ヌ
」
に
相
当
す
る
漢
文

（6）

的
語
調
で
、
そ
の
語
調
を
す
ぐ
に
「
す
み
や
か
に
」
で
受
け
継
ぎ
、
命
令
す
る
。
「
ま
れ
…
ま
れ
」
も
「
訓
点
の
二
用
法
で
あ
ろ
う
」
（
築
島
民
）

と
さ
れ
る
。
代
名
詞
「
き
う
ぢ
」
の
祖
形
「
き
む
ち
」
に
つ
い
て
川
本
信
幹
氏
は
、
「
平
安
時
代
前
期
中
期
に
貴
族
社
会
を
中
心
に
用
い
ら
れ
た
二

人
称
名
詞
で
あ
る
。
」
「
親
し
い
間
柄
の
人
物
間
に
お
い
て
、
目
上
か
ら
目
下
に
、
主
と
し
て
、
親
か
ら
子
、
主
人
か
ら
従
者
へ
用
い
る
」
な
ど
の

（7）

結
論
を
示
さ
れ
た
。
平
安
後
期
の
本
資
料
で
観
音
の
用
語
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
古
風
な
語
感
で
慈
悲
の
温
か
さ
を
持
っ
て
、
身
分
の
甚
し
く
下

の
者
に
命
令
す
る
の
に
適
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
き
う
ぢ
」
は
漢
文
訓
読
の
語
で
は
な
い
。
最
後
は
和
文
脈
の
「
と
く
′
く
」
で
や
わ
ら
げ
て

い
る
。
使
い
分
け
が
見
事
で
あ
る
。
『
今
昔
』
で
は
「
少
シ
ノ
事
ヲ
授
ケ
ム
。
然
レ
バ
、
寺
ヲ
出
ム
ニ
、
何
物
也
ト
云
フ
ト
モ
只
手
二
当
ラ
ム
物
ヲ
不
弄
シ
テ
、

汝
ガ
給
ハ
ル
物
ト
可
知
ベ
シ
ト
宣
フ
」
と
あ
り
、
右
に
取
り
上
げ
た
諸
語
が
『
古
本
説
話
集
』
独
自
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

「
す
み
や
か
に
」
の
他
．
二
例
は
、
第
五
十
二
話
で
、
無
名
の
僧
の
功
を
天
皇
が
賞
讃
し
、
更
な
る
努
力
を
命
ず
る
こ
と
ば
で
あ
る
。

て

ら

　

か

へ

　

　

　

　

い

の

り

す
み
や
か
に
寺
に
帰
り
て
、
御
祈
よ
く
く
せ
よ
。
（
今
昔
H
ノ
3
5
「
汝
ヂ
速
毒
二
返
テ
弥
可
祈
請
シ
」
）

古
本
説
話
集
の
語
彙
に
つ
い
て
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前
話
の
青
侍
と
同
趣
の
場
面
、
人
物
関
係
で
あ
っ
て
、
や
は
り
「
す
み
や
か
に
」
が
意
識
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
二

漢
文
訓
読
の
用
語
と
し
て
著
聞
す
る
副
詞
「
き
は
め
て
」
が
唯
一
例
あ
る
。

ぎ

え

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

け

た

か

才
は
き
は
め
て
め
で
た
け
れ
と
、
み
め
は
い
と
し
も
な
し
。
文
高
く
…
（
第
四
）

ざ

え

　

　

　

　

　

　

　

　

み

め

大
江
匡
衝
の
才
能
へ
の
評
言
で
、
漢
籍
の
才
に
「
き
は
め
て
」
、
容
貌
に
「
い
と
」

昔
』
の
「
極
テ
」
が
『
古
本
』
で
和
文
脈
の
語
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

極
テ
　
　
身
貧
　
ナ
リ
ケ
ル
　
侍
　
　
　
ノ
　
　
　
　
（
今
昔
1
9
ノ
1
3
）

い
み
じ
く
ふ
か
う
な
り
け
る
さ
ぶ
ら
ひ
の
　
　
　
　
（
古
本
第
四
十
）

近
　
ク
寄
　
テ
　
見
ル
ニ
、
極
テ
苦
　
シ
気
ナ
レ
バ
、
…
　
身
ヲ
掻
キ
捜
　
レ
バ
、

ち
か
く
よ
り
て
み
る
に
、
い
と
く
る
し
げ
な
れ
ば
、
…
み
も
か
い
さ
ぐ
れ
ば
、

な
ど
が
あ
っ
て
、
『
古
本
』
の
和
文
脈
基
調
を
裏
付
け
て
い
る
。

（
開
院
ノ
才
ハ
有
レ
ド
そ
、
長
ケ
高
ク
テ
　
ー
　
今
昔
2
4
ノ
5
4
）

と
対
応
し
て
い
る
の
も
、
文
章
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
『
今

極
テ
　
　
暑
シ
。

い
み
じ
く
あ
つ
げ
な
れ
ば

（
今
昔
1
4
ノ
4
2
）

（
算
五
十
こ

右
の
う
ち
∧
イ
マ
ス
ー
お
は
す
、
お
は
し
ま
す
＞
に
つ
い
て
は
、
築
島
博
士
は
『
源
氏
物
語
』
の
「
い
ま
す
」
四
例
他
を
挙
げ
て
、
地
の
文
、

匂
宮
の
詞
の
他
に
乳
母
の
詞
も
あ
り
、
単
色
の
語
感
で
ま
と
め
ら
れ
な
い
の
で
、
「
純
粋
の
訓
読
語
だ
っ
た
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
も
あ
る
と
思

（8）

ふ
が
、
少
く
と
も
「
訓
読
語
的
」
傾
向
が
あ
っ
た
と
は
言
へ
る
か
と
思
ふ
」
と
ま
と
め
ら
れ
た
。
『
古
本
』
欝
六
十
九
で
、
田
舎
人
に

か
れ
　
か
む
つ
け

あ
は
れ
彼
は
上
野
に
い
ま
す
る
わ
と
う
主
に
こ
そ
い
ま
し
け
れ

と
言
わ
せ
て
い
る
の
や
、
命
蓮
の
姉
に
「
命
連
中
院
や
い
ま
す
る
」
（
信
貴
山
縁
起
絵
巻
詞
書
）
と
あ
る
の
は
、
古
風
な
感
じ
も
あ
る
が
、
他
一
例
、

京
の
大
路
井
に
集
ま
る
庶
民
の
女
が
用
い
て
い
る
。

あ
な
う
た
て
や
。
と
う
ろ
く
に
こ
そ
い
ま
し
け
れ
　
　
（
第
二
十
五
『
宇
治
』
同
文
）

庶
民
の
こ
と
ば
で
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
る
の
で
、
本
資
料
に
限
っ
て
は
、
訓
読
語
的
と
も
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

∧
イ
マ
ダ
ー
ま
だ
＞
に
つ
い
て
、
「
ま
だ
」
が
和
歌
に
も
地
の
文
に
も
用
い
ら
れ
て
い
て
、
基
本
の
形
で
あ
る
。
「
い
ま
だ
」
は
常
二
話
で
「
み



か

う

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

だ

格
子
も
い
ま
だ
お
ろ
さ
れ
ぬ
な
り
け
り
」
、
算
十
一
話
で
率
直
少
将
の
詞
に
「
乱
り
心
地
い
ま
だ
よ
く
も
お
こ
た
り
侍
ら
ね
ど
も
」
と
あ
り
、
改

ま
っ
た
感
じ
は
あ
る
が
、
訓
読
的
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
2
5
対
1
4
と
「
い
ま
だ
」
の
方
が
多
い
こ
と
な
ど
、
な
お
考

え
て
み
た
い
。

＜
カ
タ
ナ
ー
た
ち
＞
に
つ
い
て
は
注
意
が
要
る
。
『
源
氏
物
語
』
の
4
例
は
光
源
氏
な
ど
公
卿
の
持
物
で
、
儀
杖
用
の
大
刀
で
あ
り
、
実
用
性

の
高
い
小
形
の
「
か
た
な
」
は
登
場
し
て
い
な
い
。
両
者
は
使
い
分
け
せ
ら
れ
て
お
り
、
『
古
本
説
話
集
』
で
「
た
ち
・
か
た
な
を
折
り
て
」
（
第

六
十
九
）
と
併
べ
る
の
は
そ
の
為
で
あ
り
、
他
の
例
も
実
態
の
異
な
り
が
判
断
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

（9）

＜
カ
ウ
ベ
ー
か
し
ら
＞
こ
の
語
群
に
つ
い
て
は
宮
地
敦
子
・
柳
田
征
司
氏
な
ど
の
研
究
で
詳
細
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
「
カ
ウ
ベ
」
が

女
流
文
学
資
料
に
用
い
ら
れ
な
い
文
体
的
性
質
と
共
に
、
両
語
に
意
義
用
法
上
の
差
違
の
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
専
ら
頭
部
を
指
す
「
カ
ウ
ベ
」

に
、
上
部
の
意
を
加
え
る
「
か
し
ら
」
と
い
う
違
い
が
存
し
て
い
る
。
『
古
本
説
話
集
』
で
は
巻
上
に
「
か
し
ら
」
5
、
巻
下
に
「
か
う
べ
」
2

の
例
が
分
在
し
て
お
り
、
文
体
差
と
も
対
応
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
右
の
意
義
差
を
も
保
持
し
て
お
り
、

。
か
し
ら
・
髪
と
共
に
用
い
る
。
か
し
ら
の
雪
を
弘
ひ
っ
つ
（
第
五
）
、
か
し
ら
に
く
ろ
き
か
み
も
ま
じ
ら
ず
、
か
し
ら
に
雪
は
積
れ
ど
も
（
第

四
十
四
）
、
か
し
ら
の
毛
ふ
と
り
て
　
（
第
五
十
こ

・
「
し
り
」
と
対
し
て
用
い
る
。
し
り
か
し
ら
に
の
ぼ
る
べ
き
人
（
算
四
十
四
）

。
か
う
べ
・
頭
部
を
動
か
す
。
か
う
べ
を
傾
け
た
る
人
（
第
七
十
）

・
頭
部
に
物
を
付
け
る
。
こ
の
か
た
ち
を
か
う
べ
に
し
て
（
墾
ハ
十
三
）

相
互
交
換
し
う
る
語
の
文
体
的
出
現
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
関
一
雄
氏
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
例
に
つ
い
て
、
身
体
代
表
語
「
か
し

（10）

ら
」
、
身
体
部
位
語
「
か
う
べ
」
と
い
う
注
目
す
べ
き
把
超
を
示
さ
れ
て
い
る
。

∧
か
く
（
欠
）
－
な
し
＞
「
欠
く
」
の
唯
一
例
は
「
な
し
」
と
入
換
え
が
で
き
な
い
。

あ
さ

仏
経
を
さ
へ
あ
が
め
申
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
朝
ど
と
の
御
念
諦
刺
封
せ
た
ま
は
ず
。
（
儲
二
）

古
本
説
話
集
の
語
彙
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

∧
マ
ス
マ
ス
ー
い
と
ど
、
い
よ
い
よ
＞
こ
の
「
ま
す
ま
す
」
も
唯
一
例
で
、

く
も
り
な
き
か
ゞ
み
の
ひ
か
り
割
判
0
日
も
て
ら
さ
む
か
げ
に
か
く
れ
ざ
ら
め
や
（
算
九
）

大
中
臣
能
信
の
和
歌
で
あ
る
。
動
詞
「
増
す
」
も
掛
け
て
い
る
。
和
歌
と
し
て
も
孤
例
の
よ
う
で
、
技
巧
故
に
存
在
す
る
、
例
外
的
現
象
で
あ

る
。以
上
で
二
形
対
立
の
八
組
に
つ
い
て
は
終
る
の
で
あ
る
が
、
次
に
漢
文
訓
読
語
彙
と
さ
れ
る
も
の
数
種
の
存
在
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

接
続
詞
の
類
に
「
な
ら
び
に
」
「
し
か
る
を
」
が
あ
る
。

だ
う
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
も
ん

堂
な
ら
び
に
大
門
、
又
あ
ま
り
た
る
物
を
ば
、
僧
房
を
つ
く
り
て
（
第
七
十
）

て

ら

　

ほ

と

け

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

め

牛
の
い
ふ
や
う
「
己
は
迦
葉
仏
也
。
u
剖
副
劃
、
こ
の
寺
の
仏
た
す
け
む
と
て
牛
に
な
り
」
た
る
な
り
と
み
て
、
夢
さ
め
ぬ
。

（
第
七
十
）

双
方
と
も
「
関
寺
牛
問
事
」
の
話
で
あ
る
。
地
の
文
と
仏
の
代
言
を
す
る
牛
の
詞
な
の
で
、
堅
い
表
現
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
所
で
あ
る
。
こ
の
話

の
中
に
は
、
源
信
僧
都
の
詞
に
「
い
か
に
い
は
む
や
」
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
今
昔
』
1
2
ノ
2
4
に
対
応
す
る
話
が
あ
り
、
問
題
の
語
は
「
井
ニ
」

「
而
ニ
」
「
何
況
ヤ
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。

「
い
は
く
」
は
「
興
福
寺
建
立
事
第
四
七
」
「
真
福
田
丸
事
第
六
十
」
の
二
話
に
の
み
7
例
存
し
て
い
る
。
前
話
は
興
福
寺
再
建
時
の
奇
蹟
雷

で
、
「
仏
師
定
朝
が
い
は
く
」
「
大
工
吉
忠
…
い
は
く
」
「
仏
師
…
い
は
く
」
と
固
い
調
子
で
あ
り
、
後
詰
は
、
冥
福
田
丸
を
仏
道
へ
導
か
ん
と
こ

と
ば
を
巧
ん
で
勧
め
る
話
で
、
最
初
「
姫
君
」
と
主
語
を
示
し
て
は
や
わ
ら
か
く
「
い
ふ
や
う
」
と
し
、

ひ

め

　

　

　

　

　

　

し

の

　

　

　

　

　

か

よ

　

　

　

　

　

て

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

な

ら

姫
君
い
ふ
や
う
「
忍
び
て
文
な
ど
通
は
さ
む
に
、
手
書
ゝ
ざ
ら
ん
、
く
ち
を
し
。
手
習
ふ
べ
し
」

以
後
は
、
主
語
を
省
略
し
て
、
「
又
い
は
く
」
を
四
度
続
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
ば
は
右
に
見
る
よ
う
に
、
形
容
詞
終
止
形
の
み
に
よ
る
断

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

言
、
「
べ
し
」
に
よ
る
命
令
、
な
ど
の
硬
質
の
文
で
あ
り
、
間
に
「
す
な
は
ち
な
り
ぬ
。
」
と
漢
文
訓
読
文
脈
か
と
さ
れ
る
「
す
な
は
ち
」
を
含

む
。
姫
君
と
は
い
え
、
実
は
行
基
菩
薩
で
あ
っ
た
と
い
う
、
そ
の
行
基
の
口
調
と
な
っ
て
お
り
、
「
い
は
く
」
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
用
い
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。



他
に
も
撰
文
訓
読
文
脈
の
語
か
と
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
重
要
な
も
の
は
採
り
あ
げ
た
こ
と
に
な
る
。
和
文
脈
の
語
彙
の
中
に
用
い
ら
れ
て

い
る
、
僅
か
の
漢
文
訓
読
文
脈
の
用
語
は
、
以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
場
面
人
物
を
鮮
や
か
に
描
写
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
漫
然
と
混
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
▼
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
意
味
の
差
の
有
無
は
慎
重
に
考
慮
す
べ
き
こ
と

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
「
旗
り
な
し
」
と
「
貧
シ
」

語
彙
の
対
立
と
選
択
は
、
漢
文
訓
読
文
脈
と
和
文
脈
と
の
対
立
に
起
因
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
『
古
本
説
話
集
』
と
『
今
昔
物
語
集
』

と
を
対
比
し
て
い
る
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
気
付
く
。
そ
の
一
つ
、
「
親
り
な
し
」
と
「
貧
し
」
と
の
問
題
を
採
り
上
げ
て
み
る
。

今
　
昔
　
京
二
極
テ
貧
キ
　
　
　
　
　
女
ノ
清
　
水
二
強
　
　
二
　
参
　
ル
有
　
ケ
リ
。
（
今
昔
1
6
ノ
讐

い
ま
は
む
か
し
　
　
　
た
よ
り
な
か
り
け
る
女
の
き
よ
水
に
あ
な
が
ち
に
ま
い
る
あ
り
け
り
。
（
古
本
第
五
十
九
）

い
ま
は
昔
　
　
　
　
　
た
よ
り
な
か
り
け
る
女
の
清
　
水
に
あ
な
が
ち
に
ま
い
る
あ
り
け
り
。
（
宇
治
一
≡
）

『
古
本
説
話
集
』
の
「
清
水
寺
御
帳
給
女
事
」
の
冒
頭
部
で
あ
る
。
こ
の
組
合
せ
は
、
右
の
文
に
続
く
と
こ
ろ
に
も
「
い
と
ゞ
た
よ
り
な
く
な

り
ま
さ
り
て
」
（
古
本
）
に
対
し
「
貧
キ
事
弥
ヨ
増
テ
」
（
今
昔
）
と
あ
っ
て
孤
例
で
な
い
こ
と
を
知
る
。
藁
し
べ
長
者
雷
の
青
侍
の
詞
の
左
例
を
含
め

て
3
例
で
あ
る
。

我
　
貧
シ
キ
　
身
也
。
誰
師
ト
セ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
昔
1
6
ノ
讐

か
く
た
よ
り
な
き
人
は
、
し
と
り
も
い
か
に
し
て
か
し
侍
ら
ん
。
（
古
本
第
五
十
八
）

『
古
本
説
話
集
』
に
貧
の
意
の
「
た
よ
り
な
し
」
は
右
の
他
に
3
例
あ
り
、

か

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

い
み
じ
く
愛
し
く
し
け
る
ち
ゝ
は
1
、
亡
く
な
り
て
、
た
よ
り
な
く
、
ず
ち
な
く
な
り
て
（
第
五
十
四
）

ま

た
よ
り
な
く
て
か
く
て
ゐ
た
る
に
、
…
属
の
軍
の
す
こ
し
欲
し
き
。
（
同
）
女
詞

古
本
説
話
集
の
語
柴
に
つ
い
て
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一
六

こ
の
第
五
十
四
話
に
対
照
す
べ
き
他
書
の
話
は
な
い
が
、
類
語
の
中
に
、
次
の
詞
が
あ
る
。
雨
音
で
「
た
よ
り
な
し
」
を
用
い
て
い
る
。

此
　
便
　
元
ク
テ
御
　
マ
ス
ト
ナ
ラ
バ
、
　
惟
　
ク
ト
モ
　
　
己
ガ
住
　
所
二
御
　
マ
セ
カ
シ
。
（
今
昔
1
6
ノ
7
）

か
く
た
よ
り
な
く
　
お
は
し
ま
す
と
な
ら
ば
、
あ
や
し
く
と
も
　
居
て
候
所
に
も
お
は
し
ま
し
か
よ
ひ
て
（
宇
治
二
U
八
）

右
は
女
が
旧
主
の
女
に
対
し
て
の
詞
で
、
旧
主
の
状
態
を
見
て
言
っ
て
い
る
。
「
貧
し
く
て
お
は
し
ま
す
」
云
々
と
言
い
換
え
て
み
る
と
き
、
「
貧

し
」
で
は
余
り
に
あ
か
ら
さ
ま
な
感
じ
が
あ
り
、
「
便
り
な
く
」
で
娩
曲
に
や
わ
ら
か
く
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
て
く
る
。

『
古
本
』
の
「
ま
づ
し
」
3
例
は
全
て
地
の
文
、
『
宇
治
』
の
は
4
例
地
の
文
で
、
2
例
は
心
話
（
対
照
説
話
な
し
）
で
あ
る
。
『
今
昔
』
で
は
馬

淵
和
夫
氏
編
文
節
索
引
の
学
風
を
受
け
て
調
査
し
て
み
る
に
、
「
貧
シ
」
は
全
1
5
5
例
、
う
ち
会
話
文
（
心
話
3
例
を
含
む
）
は
6
5
例
も
多
い
の
で
あ

る
が
、
注
意
を
惹
く
の
は
、
巻
二
十
ま
で
で
あ
る
こ
と
で
、
準
一
十
二
以
降
は
僅
か
1
0
例
が
地
の
文
に
の
み
見
え
る
。
数
の
多
寡
は
表
現
素
材
の

関
係
が
濃
い
。
貧
窮
を
機
に
仏
縁
を
得
る
霊
験
雷
の
多
い
巻
十
六
に
は
殊
に
多
く
出
現
し
て
い
る
が
、
「
便
り
な
し
」
も
こ
の
巻
以
降
に
僅
か
な

が
ら
全
9
例
見
え
て
い
る
。
会
話
は
2
例
で
あ
る
。
一
つ
は
右
に
引
い
た
も
の
、
他
は
、
娘
が
夫
に
「
此
ク
便
元
ク
成
ニ
タ
レ
バ
」
と
実
家
の
窮
状
を

伝
え
る
文
で
あ
る
　
（
巻
3
0
ノ
4
）
。

後
に
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
『
今
昔
』
は
意
味
の
明
ら
か
で
限
定
で
き
る
語
を
用
い
、
『
古
本
』
は
反
対
に
内
包
の
豊
か
な
、
従
っ
て
や
や
あ

い
ま
い
な
語
を
用
い
る
傾
向
が
あ
る
。
「
貧
シ
」
は
漢
文
訓
読
文
脈
の
語
で
は
な
い
。
望
ま
し
く
な
い
意
味
を
明
瞭
に
示
す
語
で
あ
る
か
ら
、
言

い
換
え
語
と
し
て
の
「
便
り
な
し
」
が
存
在
し
、
そ
れ
は
和
文
脈
系
の
資
料
に
比
較
的
多
く
、
そ
の
語
感
を
生
か
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
言

え
そ
う
で
あ
る
。
「
曲
殿
姫
君
事
第
二
十
八
」
で
、
娘
に
上
層
階
級
の
交
際
を
さ
せ
え
ぬ
欺
き
の
描
写
に
、

父
　
貧
キ
　
　
身
　
　
　
　
ニ
テ
　
恩
ヒ
　
不
懸
ズ
。
（
今
昔
1
9
ノ
5
）

か
く
う
ち
あ
は
ぬ
み
の
あ
り
さ
ま
な
れ
ば
、
恩
ひ
も
か
け
ず
。
（
第
二
十
八
）

「
う
ち
あ
は
ぬ
」
と
あ
る
も
、
同
種
の
表
現
で
あ
ろ
う
。

「
貧
し
」
に
関
連
し
て
、
類
義
の
「
ふ
か
う
」
が
あ
る
。



極
テ
　
　
身
貧
　
ナ
リ
ケ
ル
　
侍
　
　
　
ノ
夜
ル
昼
ル
　
敷
二
被
仕
ケ
ル
　
（
今
昔
1
9
ノ
誓

い
み
じ
く
ふ
か
う
な
り
け
る
さ
ぶ
ら
ひ
の
よ
る
ひ
る
ま
め
な
る
が
　
（
算
四
十
）

右
の
話
の
後
部
で
、
侍
の
述
懐
の
「
身
の
ふ
か
う
と
し
を
ゝ
い
て
ま
さ
る
」
に
対
応
す
る
『
今
昔
』
は
「
身
ノ
貧
サ
ハ
年
ヲ
経
テ
増
ル
」
と
あ
る
。
も

う
一
例
、初

　
ハ
　
　
家
貧
　
ク
シ
テ
、
物
食
フ
事
極
テ
難
カ
リ
ケ
ル
ニ
（
今
昔
1
7
ノ
聖

も
と
は
い
と
ふ
か
う
に
て
、
あ
や
し
き
も
の
に
て
ぞ
有
け
る
。
（
算
六
十
一
）

他
に
、
『
今
昔
』
な
ど
対
照
説
話
の
な
い
、
従
っ
て
、
口
承
性
の
濃
い
説
話
に
二
例
も
存
し
て
い
る
の
は
、
「
ふ
か
う
」
．
の
語
性
を
知
る
の
に
重
要

で
あ
ろ
う
。

お
も

あ
ま
り
か
く
ふ
か
う
な
る
こ
そ
、
心
に
く
ゝ
は
恩
ふ
ま
じ
け
れ
ど
　
（
算
五
十
四
）

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

と

h

ソ

い
み
じ
う
ふ
か
う
な
る
女
の
知
れ
る
人
も
な
く
た
ゞ
一
人
あ
り
け
り
。
（
第
六
十
七
）

ふ

か

ふ

こ
の
「
ふ
か
う
」
は
『
色
菓
字
類
抄
』
の
「
不
堪
那
砦
　
不
合
同
」
（
黒
川
本
）
　
の
「
不
合
」
に
当
た
る
こ
と
川
口
久
雄
博
士
の
注
す
る
ど
と
く
で

あ
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
「
不
合
」
の
用
字
で
1
0
例
あ
る
。
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
4
例
全
て
「
不
幸
」
と
表
記
し
て
い
る
の
は
、
古
写
本
の
な

い
現
在
、
従
え
な
い
。

ヽ

　

ヽ

「
不
合
」
は
和
製
漢
語
で
あ
ろ
う
。
『
今
昔
』
で
は
本
朝
部
に
の
み
考
え
、
「
極
テ
不
合
ニ
テ
有
ケ
ル
時
ニ
」
と
巻
十
二
で
は
漢
文
訓
読
語
と
共
用
さ

ヽ

　

ヽ

れ
て
い
る
が
、
「
極
ク
不
合
ニ
テ
上
ク
リ
ケ
レ
ご
と
巻
二
十
六
に
は
あ
り
、
偏
し
て
い
な
い
。
巻
十
七
で
は
女
が
援
助
し
よ
う
と
す
る
僧
に
対
し
、

「
不
合
l
痴
セ
ム
程
ノ
事
ハ
訪
ヒ
聞
エ
ム
」
と
述
べ
る
の
は
、
「
御
不
自
由
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
程
度
の
こ
と
艦
は
、
お
世
話
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

改
ま
り
と
腕
曲
を
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
女
性
の
心
話
と
し
て
は
『
古
本
』
の
第
五
十
四
話
（
前
引
）
も
あ
り
、
女
性
の
使
え
な
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

「
不
合
」
の
成
立
す
る
も
と
は
、
和
語
「
合
は
ぬ
」
で
あ
ろ
う
か
ら
、
既
に
見
た
「
う
ち
あ
は
ぬ
み
の
あ
り
省
ま
」
が
「
貧
キ
身
」
の
意
で
あ

古
本
説
話
集
の
語
柴
に
つ
い
て
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一
八

る
こ
と
と
照
合
す
る
の
に
気
づ
く
。
『
源
氏
物
語
』
で
、
装
束
・
膳
部
な
ど
が
望
ま
し
い
状
態
に
ま
で
揃
わ
な
い
さ
ま
に
用
い
、
（
夕
顔
、
少
女
な

ど
）
、
何
が
不
足
と
い
う
表
現
で
な
い
も
の
も
、
匂
官
に
つ
い
て
「
女
の
中
の
う
ち
あ
は
ず
さ
び
し
き
事
い
か
な
る
も
の
と
も
知
り
給
は
ぬ
こ
と

わ
り
な
り
」
（
宿
木
）
と
あ
っ
て
、
既
に
、
暮
ら
し
の
不
如
意
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
古
本
』
の
、
貧
女
の
詞
、

う

ま

　

く

さ

た
よ
り
な
く
て
か
く
て
ゐ
た
る
に
、
劃
刷
ぬ
l
こ
と
な
れ
ど
、
い
ま
l
二
二
日
の
ほ
ど
、
馬
の
草
の
す
こ
し
欲
l
し
き
、
く
れ
て
ん
や
（
第
五
十
四
）

こ
れ
も
不
如
意
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
似
つ
か
は
し
く
な
い
」
の
意
で
は
し
っ
く
り
し
な
い
。

「
貧
シ
」
と
「
た
よ
り
な
し
」
の
間
に
あ
る
差
違
は
、
望
ま
し
く
な
い
意
味
の
た
め
に
、
露
骨
な
語
と
雅
言
と
い
う
対
立
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、

意
味
の
明
瞭
に
限
定
さ
れ
る
語
と
、
ふ
く
ら
み
の
あ
る
大
ま
か
な
語
と
の
対
立
と
も
見
受
け
ら
れ
る
。
第
五
十
八
話
で
青
侍
が
観
音
の
前
で
訴
え

る
こ
と
ば
「
こ
の
よ
に
か
く
て
あ
l
る
l
ベ
く
は
…
…
を
の
づ
か
ら
な
る
た
よ
り
も
引
例
べ
く
は
…
・
：
」
が
『
今
昔
』
で
「
若
シ
此
ノ
此
二
此
ク
テ
可

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

止
ク
ハ
…
…
少
ノ
便
ヲ
モ
可
与
給
ク
ハ
…
…
」
と
あ
る
の
は
一
例
で
、
こ
の
よ
う
な
点
を
取
り
上
げ
て
『
古
本
』
の
語
彙
相
を
論
ず
る
こ
と
も
ま
た
興

味
深
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

四
、
和
語
と
漢
語

『
今
昔
物
語
集
』
の
漢
語
と
『
古
本
説
話
集
』
の
和
語
と
が
対
応
す
る
場
合
が
か
な
り
存
す
る
。
そ
の
主
な
例
を
挙
げ
よ
う
。

一
絹
た
し
、
よ
し

∵
（
悪
）
鬼

一
拍
こ
ち

此
ク
美
麗
ナ
レ
ド
モ
（
1
9
ノ
5
）
　
形
モ
美
麗
ニ
（
1
9
ノ
5
）

か
く
め
で
た
し
と
も
（
第
讐
・
か
た
ち
も
よ
く
（
第
警

護
法
ノ
付
タ
ル
者
ノ
棟
ニ
（
1
9
ノ
曇
　
悪
鬼
ヲ
拝
へ
　
（
1
4
ノ
竺

も
の
の
つ
き
た
る
や
う
に
（
算
竺
　
あ
し
き
物
ど
も
は
ら
へ
　
（
第
望

熱
病
ヲ
受
テ
日
来
重
ク
悩
ミ
煩
ヒ
給
ヒ
ケ
レ
バ
　
（
1
4
ノ
竺

わ
づ
ら

よ
こ
ゝ
ち
大
事
に
煩
ひ
給
け
れ
ば
（
算
望



一…用一拍
ひ

一
…
摘

一…木
恭
敬
礼
拝

を
が
む

傍
二
見
詮
ス
ル
者
共
（
1
6
ノ
3
7
）

か
た
は
ら

傍
に
て
き
く
人
〈
は
（
第
5
7
）

前
世
ノ
宿
報
拙
シ
ト
云
フ
ト
モ
　
（
1
6
ノ
讐

さ
き
の
よ
の
む
く
ひ
な
り
と
い
ふ
と
も
（
第
竺

身
ノ
宿
世
恩
ヒ
知
ラ
レ
テ
（
1
6
ノ
3
0
）

身
の
ほ
ど
お
も
ひ
し
ら
れ
て
　
（
第
5
9
）

寺
ノ
材
木
引
ク
黒
キ
牛
（
1
2
ノ
聖

寺
の
木
ひ
く
う
し
　
（
算
7
0
）

ト
テ
恭
敬
礼
拝
ス
ル
事
売
限
シ
（
1
2
ノ
2
4
）

と
て
を
が
み
給
ふ
と
　
（
第
望

二
字
漢
語
は
、
そ
の
意
味
が
詳
し
く
、
従
っ
て
限
定
さ
れ
、
対
応
す
る
和
語
は
意
味
広
く
、
通
用
範
囲
の
広
さ
が
目
立
つ
。
こ
の
和
語
の
性
質
は

良
い
面
を
持
っ
て
い
る
が
、
反
面
こ
と
ば
の
未
分
化
を
示
す
も
の
で
、
社
会
の
複
雑
化
進
化
に
伴
っ
て
漢
語
を
必
要
と
し
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

右
の
「
材
木
」
も
『
古
本
』
で
話
末
に
再
度
出
て
く
る
時
は
、
「
さ
い
木
」
と
あ
っ
て
文
意
を
明
確
に
し
て
い
る
。

一
拍
の
よ

汝
ガ
前
世
ノ
罪
報
ヲ
バ
不
知
シ
テ
（
1
6
ノ
讐

を
の
れ
が
さ
き
の
よ
の
つ
み
の
む
く
い
を
ば
し
ら
で
　
（
算
讐

右
の
「
さ
き
の
よ
」
「
つ
み
の
む
く
ひ
」
は
仏
教
思
想
で
な
く
と
も
あ
り
う
る
こ
と
ば
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
漢
語
の
和
語
化
の
形
に
な
る
。

一
紺
い
る

既
二
絶
入
シ
ク
リ
ケ
ル
こ
。
ソ
有
ケ
レ
　
（
1
6
ノ
讐

た
え
い
り
た
り
け
る
に
こ
そ
有
け
れ
（
算
讐

右
は
貴
族
の
女
主
人
の
詞
で
あ
る
。
大
系
『
今
昔
』
の
注
に
「
た
え
い
る
」
の
音
読
語
と
指
摘
し
、
「
古
本
か
く
作
る
」
と
あ
り
、
『
色
菓
字
類

古
本
説
話
集
の
語
彙
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
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研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

抄
』
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
絶
入
セ
ニ
ウ
」
で
あ
る
が
、
同
じ
く
畳
字
の
語
末
に
は
「
絶
入
セ
ツ
シ
ユ
」
も
あ
る
。
（
前
者
は
「
施
入
」
か
）
。
中

国
に
は
存
し
な
い
よ
う
な
の
で
、
注
の
ご
と
く
和
製
漢
語
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
引
き
続
い
て
は
「
絶
入
り
畢
マ
シ
」
と
和
語
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
侍
者
が
女
主
人
の
状
態
を
述
べ
る
に
は
「
卸
と
の
ど
も
ら
せ
給
け
れ
ば
」
と
表
現
し
て
、
「
た
え
い
る
」
と
い
う
明
ら
さ
ま
な
語
を
用
い
て

い
な
い
へ
『
今
昔
』
に
こ
の
詞
な
し
）
の
に
も
注
目
し
た
い
。
「
お
や
す
み
に
な
っ
て
い
ら
っ
L
や
・
つ
た
の
で
」
は
気
絶
の
娩
曲
表
現
で
あ
り
、
こ
こ

に
も
『
古
本
』
の
会
話
の
生
彩
あ
る
こ
と
が
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
今
昔
』
の
漢
語
が
『
古
本
』
で
他
の
漢
語
に
対
応
す
る
場
合
が
あ
る
。

己
ガ
兄
弟
ニ
テ
侍
ル
倍
二
付
テ
（
1
9
ノ
5
）

を
の
が
せ
う
と
な
る
は
う
L
に
わ
け
て
　
（
第
讐

「
僧
」
よ
り
も
「
法
師
」
が
身
近
な
使
用
語
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
早
く
天
平
九
年
但
馬
国
正
税
帳
書
き
入
れ
の
「
伯
法
志
」
と
い
う
著
名
な
例
で
知

あ

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ら
れ
る
。
そ
の
性
質
に
よ
っ
て
、
右
の
説
話
の
中
で
、
『
今
昔
』
の
和
語
「
尼
」
（
一
人
ノ
尼
出
ク
リ
）
ま
で
も
「
女
は
う
し
ひ
と
り
い
で
き
た
り
」

ヽ

　

ヽ

と
な
り
、
第
六
十
九
詰
終
尾
で
「
出
家
シ
テ
後
」
が
「
法
師
に
な
り
て
後
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
法
師
」
を
和
語
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
に
な
っ
て

い
る
の
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

此
ク
祈
念
シ
テ
　
（
1
4
ノ
一
望

津
り
ん

か
な
ら
ず
く
験
あ
ら
せ
給
へ
と
ね
ん
じ
て
　
（
準
讐

下
人
共
ノ
遣
ラ
ム
方
元
ク
多
カ
リ
ケ
レ
バ
　
（
1
2
ノ
聖

お
は

げ
す
の
や
ら
む
か
た
な
く
多
か
り
け
れ
ば
　
斎
7
0
）

こ
れ
ら
も
和
語
に
近
い
漢
語
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
古
本
説
話
集
』
全
体
と
し
て
、
ひ
ら
が
な
表
記
和
文
体
で
、
王
朝
的
印
象
も
濃
い
け
れ
ど
も
、
時
代
色
を
反
映
し
て
、
漢
語
は
多
い
の
で
あ

る
。
今
、
名
詞
を
列
挙
す
る
の
は
省
略
し
、
他
品
詞
の
み
挙
げ
よ
う
。
連
体
詞
接
続
詞
に
は
例
が
な
い
。



形
容
詞
　
－
　
ず
ち
な
し
、
ぴ
ん
な
し
、
は
い
な
し
、
う
う
た
し
、
ら
う
ら
う
し

形
容
動
詞
－
優
な
り
、
希
有
な
り
、
不
合
な
り
、
猛
な
り
、
無
下
な
り
、
不
便
な
り
　
い
か
株
な
り
（
か
し
こ
と
し
さ
⊥

ず
ち
な
げ
な
り
、
ら
う
た
げ
な
り

き

や

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ペ

ち

副
詞
　
－
　
軽
々
に
、
と
み
に
、
不
意
に
、
別
に
、
一
定

動
詞
　
－
　
愛
敬
づ
く
、
装
束
く
、
気
色
ば
む
、
念
じ
入
る
、

こ
・
ノ

愛
す
、
要
す
、
感
ず
、
具
す
、
興
ず
、
験
ず
、
困
ず
、
請
ず
、
信
ず
、
諭
す
、
謹
す
、
損
ず
、
持
す
、
調
ず
、
念
ず
、
判
ず
、
変
ず
、
論

ず
、
盆
す

け

ま

う

安
置
す
、
学
問
す
、
饗
応
す
、
供
養
す
、
懸
想
す
ハ
結
縁
す
、
希
望
す
、
護
身
す
、
御
覧
ず
、
精
進
す
、
沙
汰
す
、
憤
悔
す
、
受
戒
す
、

修
行
す
、
出
家
す
、
追
従
す
、
土
葬
す
、
往
生
す

（11）

形
容
詞
諸
語
の
う
ち
「
ず
ち
な
し
」
の
中
世
語
と
し
て
の
特
性
に
つ
い
て
、
別
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
『
枕
草
子
』
よ
り
出
始
め
る
語
で
あ

る
。
「
ぴ
ん
な
し
」
1
例
は
「
禄
な
か
ら
ん
も
び
む
な
く
」
と
第
一
話
に
あ
り
、
対
照
で
き
る
『
大
鏡
』
で
は
「
禄
な
か
ら
ん
も
た
よ
り
な
く
」

ふ

び

ん

と
あ
り
、
「
た
よ
り
な
し
」
の
漢
語
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
「
不
便
」
の
出
現
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

形
容
動
詞
諸
語
の
う
ち
、
「
不
合
な
り
」
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
「
猛
な
り
」
は
『
竹
取
物
語
』
に
既
に
あ
る
も
の
の
女
流
文
学
に
は
用
い

ら
れ
ず
、
『
大
鏡
』
な
ど
に
見
え
る
。

く

る

ま

　

　

　

　

　

あ

ゆ

副
詞
諸
語
の
中
で
「
軽
々
に
」
が
ど
れ
だ
け
一
般
化
し
た
語
で
あ
っ
た
は
判
ら
な
い
。
第
七
十
話
で
「
車
よ
り
を
り
て
歩
ま
む
、
き
や
う
〈

に
お
ぼ
し
け
れ
ば
」
と
公
卿
の
心
理
を
述
べ
、
『
今
昔
』
も
「
軽
々
ニ
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
「
に
」
を
伴
わ
な
い
形
で
副
詞
と
な
っ
た
「
一
定
」

も
注
意
さ
れ
る
。
「
一
定
極
楽
へ
ま
い
ら
せ
拾
ぬ
ら
ん
」
と
第
一
話
に
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
副
詞
は
中
世
を
下
る
に
つ
れ
て
多
く
な
る
。

こ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

か

動
詞
の
中
で
は
二
語
の
サ
変
動
詞
の
多
い
こ
と
、
「
因
ず
」
を
用
い
て
「
渡
る
」
を
用
い
な
い
こ
と
、
な
ど
が
注
意
さ
れ
る
。
右
に
挙
げ
な
か

っ
た
が
、
次
例
は
用
法
が
興
味
深
い
。
「
し
」
の
脱
か
、
こ
れ
で
連
用
中
止
法
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

古
木
説
話
集
の
語
菜
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
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ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

i

l

　

し

め

湯
を
か
へ
、
め
ぐ
り
を
さ
う
ぢ
、
標
を
ひ
き
、
花
番
を
た
て
ま
つ
り
て
（
算
6
9
）

（12）

小
林
芳
規
博
士
の
指
摘
さ
れ
る
「
漢
語
動
詞
の
連
用
形
を
付
け
ず
に
、
そ
の
ま
ま
で
動
詞
的
に
用
い
て
い
る
」
例
で
あ
ろ
う
か
。

二
二

『
古
本
説
話
集
』
の
語
彙
に
つ
い
て
、
主
に
語
性
の
面
か
ら
考
え
て
き
た
。
そ
の
基
調
と
考
え
る
口
語
性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
は
、

和
語
か
ら
の
考
察
に
薄
い
。
漢
文
訓
読
文
脈
の
語
は
数
少
な
い
が
、
場
面
に
応
じ
て
有
意
な
用
い
方
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
漢
語
に
も
俗
語
的
側

面
が
あ
っ
て
時
代
色
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
見
て
、
和
語
に
も
王
朝
的
用
語
よ
り
も
、
口
語
性
の
強
い
語
が
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
思
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
面
に
つ
い
て
は
後
考
に
ま
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

（3）

（4）（5）（6）

へ

7

」

「
野
飼
の
駒
7
古
語
「
の
が
ふ
」
の
発
掘
と
古
本
説
話
集
と
1
」
（
『
国
語
国
文
』
4
1
巻
7
号
、
昭
和
4
7
・
7
）

『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
（
東
大
出
版
会
、
昭
和
竺
第
四
章
、
三
五
〇
頁
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
松
尾
拾
『
今
昔
物
語
集
の
文
体
の

研
究
』
（
昭
和
彗
明
治
書
院
）
に
批
判
的
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

注
2
文
献
、
四
八
五
頁
。

『
平
安
女
流
文
学
の
こ
と
ば
』
（
至
文
堂
、
昭
和
竺

「
宇
治
拾
遺
物
語
の
「
和
文
語
」
動
詞
と
「
訓
読
語
」
動
詞
の
二
考
察
－
中
音
仮
名
文
学
用
語
の
性
格
に
関
す
る
一
試
論
－
」
（
『
山
口
国
文
』
第
六
号
、
昭
和
讐
3
）

注
2
文
献
、
七
二
頁
。

「
「
き
む
ち
」
考
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
7
5
巻
6
号
、
昭
和
4
9
・
6
）

注
2
文
献
、
五
九
八
頁
。

宮
地
敦
子
『
身
心
語
彙
の
史
的
研
究
』
（
明
治
書
院
、
昭
和
望
、
柳
田
征
司
「
室
町
時
代
に
お
け
る
口
語
語
彙
と
文
語
語
彙
－
ア
タ
マ
・
カ
シ
ラ
・
カ
ウ
ベ
に
つ

い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
4
9
巻
1
1
号
、
昭
4
7
・
1
1
）

「
平
仮
名
物
語
用
語
の
一
側
面
l
ぬ
」
「
イ
ヌ
」
、
「
か
し
ら
」
「
カ
ウ
ベ
」
、
「
お
よ
び
」
「
ユ
ビ
」
－
」
（
『
山
口
国
文
』
7
号
、
昭
和
5
9
・
3
）



（
1
1
）
　
「
「
ず
ち
な
く
て
」
と
「
す
べ
な
く
て
」
」
（
『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
2
1
号
、
昭
和
5
5
・
1
0
）

（
望
　
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
九
七
一
・
三
）
用
例
と
し
て
『
図
書
寮
本
宝
物
集
』
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

古
本
説
話
集
の
語
柔
に
つ
い
て




